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ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
：A

sian Civil Engineering 

Coordinating Council

）は
、3
月
1
日
、東
京
で

開
催
さ
れ
た
技
術
委
員
会
調
整
会
議
に
お
い
て
、土

木
学
会
実
践
的
I
T
S
委
員
会
が
提
案
し
た「
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
I
T
S（
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
）を
用
い
た
都
市
交
通
問
題
の
解

決
」を
テ
ー
マ
と
す
る
T
C
16（
委
員
長
：
筆
者
）の

設
置
を
了
承
し
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、3
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
ア

ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（Civil Engineering 

C
on
feren

ce in

 A
sian

 R
eg
ion

： 

C
E
C
A
R
）を
主
催
し
、多
国
間
連
携
の
も
と
ア

ジ
ア
地
域
が
抱
え
る
社
会
資
本
整
備
や
土
木
技
術

に
関
す
る
課
題
を
討
議
し
問
題
解
決
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、1
9
9
9
年
9
月
27
日
に
発
足
し
た

連
合
組
織
で
あ
る
。
現
在
の
加
盟
国
は
、

J
S
C
E（
日
本
）、A
S
C
E（
ア
メ
リ
カ
）、

P
I
C
E（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、C
I
C
H
E（
台
湾
）、

K
S
C
E（
韓
国
）、E
A（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、

V
I
F
C
E
A（
ベ
ト
ナ
ム
）、M
A
C
E（
モ
ン
ゴ

ル
）、H
A
K
I（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、I
C
E
I（
イ

ン
ド
）の
10
ヶ
国
で
あ
る
。

　

T
C
16
で
は
、ア
ジ
ア
各
国
の
共
通
の
課
題
で
あ

る
、経
済
発
展
と
自
動
車
の
普
及
に
伴
っ
た
急
激
な

都
市
化
に
よ
る
交
通
渋
滞
、事
故
、環
境
悪
化
と

い
っ
た
都
市
交
通
問
題
に
対
し
て
、最
先
端
の

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た
I
T
S

適
用
に
よ
る
解
決
策
を
整
理
し
、各
国
の
経
済
発

展
と
国
土
開
発
の
段
階
に
応
じ
た
I
T
S
の
導
入

方
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
I
T
S
で
は
、土
木
工
学
だ
け
で
な
く
、情
報

工
学
、通
信
工
学
、機
械
工
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
分
野
の
知
見
の
交
換
に
よ
る
交
通
課
題
の
解
決

策
の
模
索
が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
、ア
ジ
ア

各
国
の
多
く
の
技
術
者
の
参
加
を
促
し
、I
T
S

導
入
の
た
め
の
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
醸
成
し
、持
続
的
な
経
済
発
展
の
た
め
の
低
コ
ス

ト
で
継
続
的
に
運
用
で
き
る
I
T
S
の
導
入
を
議

論
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

T
C
16
の
正
式
の
発
足
の
前
に
、2
0
1
2
年

4
月
17
日
、マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョン（
座
長
：
上
條

俊
介
東
京
大
学
准
教
授
）で
関
係
者
に
よ
る
プ
レ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。Prof. H

iroshi 

M
akino

（U
niv. of T

okyo, Japan

）、Prof. 

Soraw
it N
arupiti（Chulalongkorn U

niv., 

T
hailand

）、Prof. Jason C
hang

（N
ational 

T
aiw
an U

niv., T
aiw
an

）、Prof. E
dw
ard 

C
hung

（Q
ueensland U

niv. of T
ech, 

A
ustralia

）、Prof. A
hm
ad Farhan M

ohd 

S
ad
u
llah

（U
n
iv
. S
ain
s M

alay
sia, 

M
alaysia

）の
5
名
が
登
壇
し
、各
国
の
I
T
S
の

導
入
状
況
、I
T
S
に
よ
る
交
通
問
題
解
決
の
効

果
、I
T
S
導
入
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
I
C
T
を
活
用
し
た
交
通
問
題
解

決
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ
れ
て

お
り
、世
界
的
に
も
I
T
S
は
実
導
入
の
段
階
に

入
っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

T
C
16
の
設
置
と
活
動
方
針
に
つ
い
て
の
議
論

で
は
、都
市
交
通
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
手

段
と
し
て
I
T
S
が
重
要
で
あ
り
、I
T
S
の
導

入
の
課
題
は
各
国
共
通
の
も
の
と
固
有
の
も
の
が

あ
る
が
、各
国
の
成
功
事
例
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

は
ア
ジ
ア
各
国
の
I
T
S
導
入
の
参
考
に
な
る
と

の
共
通
認
識
を
得
た
。今
後
、2
0
1
3
年
8
月

に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
わ
れ
る
C
E
C
A
R
を
目
標
に

議
論
を
進
め
て
い
き
、東
京
で
の
I
T
S
世
界
会
議

（
2
0
1
3
年
10
月
）で
成
果
を
公
開
す
る
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
も
示
さ
れ
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
実
践
的
I
T
S
委
員
会
の
国

際
W
G
で
議
論
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
、国

内
の
専
門
家
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
て
い

る
。詳
し
く
は
J
S
C
E
の
国
際
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）に

I
T
S
に
関
す
る
技
術
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

委
員
会
報
告

A
C
E
C
C 

T
C
16 

委
員
長

牧
野 

浩
志
　（
東
京
大
学 

准
教
授
）

写真2　セッション関係者集合写真 写真1　セッション会場の様子


